
四万十市立中村小学校 国語科　年間単元重点一覧表

話題設定
や取材

聞くこ
と

話し合
うこと

課題設
定や取

材
構成 推敲 交流 音読

効果的
な読み

方

説明的な文章の
解釈

文学的な
文章の解

釈

自分の考
えの形成
及び交流

目的に応じ
た読書

　　　　　　指導事項等

　　　　　                  単元・教材名

想像を豊かにして「語り」をしよう 風切るつばさ ○ ◎ ○ ○ ○

図書館へ行こう ○ ◎

表現を工夫して書こう ○ ◎ ○ ◎ ○

熟語の構成を考えよう
漢字の練習 ◎ ○

自分の考えを明確にしながら読もう
イースター島にはなぜ森林がない
のか ○ ◎ ○ ○ ○

学校の良さを宣伝しよう ○ ◎ ○ ○ ○

動詞にそえて使う言葉に目を向け
よう　　漢字の練習 ◎ ○

物語が強く語りかけてきたことを
考えならが読もう ばらの谷 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

意見を聞き分けよう ○ ◎ ○ ○

日本の文字に関心を持とう
漢字の練習 ○ ○ ◎

書き手の工夫を考えながら
新聞の投書を読もう 新聞の投書を読み比べよう ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

「わたしの意見」を書こう ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

漢文を読んでみよう ◎ ○ ○

本は友達 ○ ◎ ○

詩と短歌を味わおう いま始まる新しいいま　短歌 ○ ◎ ◎ ○ ○

問題を解決するために話し合おう ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

資料を活用して書こう
漢字の練習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

人物の生き方を考えながら読もう 海のいのち ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

子ども句会を開こう ○ ○ ◎ ○ ○ ○

言葉の由来に関心を持とう
漢字の練習 ◎ ○ ○

「持続可能な社会」への取り組みについて調べよう
未来に生かす自然のエネルギー
漢字の練習 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

資料を使って説明しよう 深めよう、言葉の世界 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

言葉は変わる　　漢字の練習 ○ ◎ ○

戦争と人間の生き方をえがいた本を読み広げよう ヒロシマのうた ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

ふるさとの良さを文章で伝えよう ふるさとの良さをしょうかいしよう ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伝えよう大切にしたい名言
漢字の練習 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

２ わたしたちの日本語について考えよう 豊かな日本語の使い手になろう ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

３ 未来に向かって 君たちに伝えたいこと　春に ○ ○ ◎ ○ ○

イ

（
ケ

）
比
喩
や
反
復
な
ど
の
表
現
の
工
夫
に
気
付
く
こ

と

。

１０

１１

５

６

エ
　
引
用
し
た
り

、
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
り
し

て

、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と

。

イ

（
ウ

）
送
り
仮
名
や
仮
名
遣
い
に
注
意
し
て
正
し
く
書

く
こ
と

。

イ

（
オ

）
文
章
の
中
で
語
句
と
語
句
と
の
関
係
を
理
解
す

る
こ
と

。

イ

（
カ

）
語
感

、
言
葉
の
使
い
方
に
対
す
る
感
覚
な
ど
に

つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と

。

イ

（
キ

）
文
や
文
章
に
は
い
ろ
い
ろ
な
構
成
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

。

イ

（
ク

）
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る

こ
と

。

話
す
・
聞
く

書
く

【第６学年】

ア
　
考
え
た
こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
話
題
を
決

め

、
収
集
し
た
知
識
や
情
報
を
関
連
付
け
る
こ
と

。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事柄

イ

（
エ

）
語
句
の
構
成

、
変
化
な
ど
の
理
解
を
深
め

、
ま

た

、
語
句
の
由
来
な
ど
に
関
心
を
も
つ
こ
と

。

ウ

（
イ

）
仮
名
及
び
漢
字
の
由
来

、
特
質

Ｃ　読むこと

イ
　
目
的
や
意
図
に
応
じ
て

、
事
柄
が
明
確
に
伝
わ
る
よ

う
に
話
の
構
成
を
工
夫
し
な
が
ら

、
場
に
応
じ
た
適
切
な

言
葉
遣
い
で
話
す
こ
と

。

ウ
　
共
通
語
と
方
言
と
の
違
い
を
理
解
し

、
ま
た

、
必
要

に
応
じ
て
共
通
語
で
話
す
こ
と

。

イ
　
目
的
に
応
じ
て

、
本
や
文
章
を
比
べ
て
読
む
な
ど
効

果
的
な
読
み
方
を
工
夫
す
る
こ
と

。

ウ
　
事
実
と
感
想

、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も

に

、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書

い
た
り
す
る
こ
と

。

話すこと 記述
伝統的な言語文化に関

する事項 言葉の特徴やきまりに関する事項
文字に関する

事項

オ
　
互
い
の
立
場
や
意
図
を
は

っ
き
り
さ
せ
な
が
ら

、
計

画
的
に
話
し
合
う
こ
と

。

１

オ
本
や
文
章
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
合
い

、
自

分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と

。

カ
　
目
的
に
応
じ
て

、
複
数
の
本
や
文
章
な
ど
を
選
ん
で

比
べ
て
読
む
こ
と

。

４

読
む

９

エ
　
話
し
手
の
意
図
を
と
ら
え
な
が
ら
聞
き

、
自
分
の
意

見
と
比
べ
る
な
ど
し
て
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と

。

７

ア
　
自
分
の
考
え
や
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
音
読
や
朗
読

を
す
る
こ
と

。

１２

国
語
学
習
シ
ー

ト

月

オ
　
表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
確
か
め
た
り
工
夫
し
た

り
す
る
こ
と

。

Ａ　話すこと・聞くこと Ｂ　書くこと

ウ
　
目
的
に
応
じ
て

、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て

要
旨
を
と
ら
え
た
り

、
事
実
と
感
想

、
意
見
な
ど
と
の
関

係
を
押
さ
え

、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ

り
す
る
こ
と

。

エ
　
登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情

、
場
面
に
つ
い
て
の

描
写
を
と
ら
え

、
優
れ
た
叙
述
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
こ
と

。

カ
　
書
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い

、
表
現
の
仕
方
に
着
目

し
て
助
言
し
合
う
こ
と

。

イ
　
自
分
の
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め

、
文
章
全
体

の
構
成
の
効
果
を
考
え
る
こ
と

。

ウ

（
ア

）
第
５

、
６
学
年
の
漢
字
配
当
表
の
読
み

、
当
該
学
年
の

前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
書
き

、
当
該
学
年
の

配
当
漢
字
を
漸
次
書
き
使
う
こ
と

。

ア

（
ア

）
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文

、
近
代
以
降
の
文

語
調
の
文
章
に
つ
い
て

、
内
容
の
大
体
を
知
り

、
音
読
す

る
こ
と

。

ア

（
イ

）
古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
み

、
昔
の

人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
を
知
る
こ
と

。

イ

（
ア
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
違
い
に
気
付
く
こ
と

。

イ

（
イ

）
時
間
の
経
過
に
よ
る
言
葉
の
変
化
や
世
代
に
よ

る
言
葉
の
違
い
に
気
付
く
こ
と

。

ア
　
考
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
書
く
こ
と
を
決
め

、
目
的
や

意
図
に
応
じ
て

、
書
く
事
柄
を
収
集
し

、
全
体
を
見
通
し

て
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と

。

国語への関心・
意欲・態度


